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▼

ま

だ

ま

だ

教

職

経

験

が

浅

い

私

に

は

、

仕

事

上

で

の

「

初

め

て

」

と

毎

年

遭

遇

す

る

。

今

年

度

の

「

初

め

て

」

は

、

『

自

分

の

息

子

よ

り

も

年

下

を

受

け

持

つ

こ

と

』

で

あ

っ

た

▼

そ

う

な

る

と

、

母

親

と

し

て

過

ご

し

て

き

た

時

間

が

何

よ

り

の

宝

と

な

る

こ

と

に

気

が

つ

く

。

宿

題

、

持

ち

物

、

連

絡

手

順

等

々

、

「

親

と

し

て

」

の

立

場

を

意

識

す

る

こ

と

が

で

き

る

（

よ

う

な

気

に

な

る

）

。

ベ

テ

ラ

ン

教

師

に

ち

ょ

っ

と

近

づ

け

て

い

る

よ

う

な

気

が

し

て

、

ち

ょ

っ

と

し

た

自

己

満

足

で

あ

る

▼

ま

た

、

初

め

て

親

と

し

て

学

年

懇

談

会

に

参

加

し

た

。

曖

昧

な

態

度

と

教

育

方

針

に

、

何

度

か

、

「

そ

り

ゃ

な

い

だ

ろ

う

。

」

と

い

い

た

く

な

る

気

持

ち

を

抑

え

て

、

一

つ

も

ホ

ン

ネ

を

言

え

な

い

親

の

立

場

を

痛

感

す

る

だ

け

の

会

だ

っ

た

▼

私

に

と

っ

て

は

、

こ

の

体

験

も

宝

物

に

か

え

る

こ

と

が

で

き

る

が

、

教

員

で

な

か

っ

た

ら

、

ど

う

こ

の

気

持

ち

を

飲

み

込

む

の

だ

ろ

う

。

い

や

、

も

し

か

す

る

と

同

業

者

だ

か

ら

こ

ん

な

気

持

ち

に

な

る

の

だ

ろ

う

か

…

…

。

帰

り

道

、

知

り

合

い

の

お

母

さ

ん

に

思

い

切

っ

て

聞

い

て

み

た

。

「

最

低

だ

っ

た

！

」

…

…

…

ほ

っ

と

し

た

。

「「「「以以以以てててて他山他山他山他山のののの石石石石とせよとせよとせよとせよ」」」」 教員人事汚職教員人事汚職教員人事汚職教員人事汚職のののの構造構造構造構造はははは大分県特有大分県特有大分県特有大分県特有のののの問題問題問題問題かかかか？？？？
愛教同学閥愛教同学閥愛教同学閥愛教同学閥「「「「年次会年次会年次会年次会」」」」がががが招招招招くくくく「「「「講師講師講師講師」」」」のののの役職役職役職役職からからからから、、、、愛知県教育界愛知県教育界愛知県教育界愛知県教育界のののの「「「「構造構造構造構造」」」」がががが見見見見えるえるえるえる！？！？！？！？

マ

ス

メ

デ

ィ

ア

が

連

日

取

り

上

げ

て

い

る

教

育

界

の

大

問

題

。

大

分

県

の

教

員

人

事

で

贈

収

賄

、

試

験

結

果

の

改

ざ

ん

な

ど

の

不

正

が

行

わ

れ

て

い

た

と

い

う

不

祥

事

を

み

て

、

教

員

な

ら

ば

身

の

回

り

を

見

つ

め

直

し

た

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

愛

知

県

の

管

理

職

任

用

は

大

丈

夫

で

し

ょ

う

か

。

教

頭

試

験

は

、

い

つ

や

る

の

？

教

頭

任

用

候

補

者

選

考

審

査

愛

知

県

の

平

成

二

〇

年

度

教

頭

任

用

候

補

者

選

考

審

査

、

い

わ

ゆ

る

「

教

頭

試

験

」

は

、

八

月

二

七

日

(

土

)

に

筆

記

審

査

が

実

施

さ

れ

ま

す

。

面

接

は

一

〇

月

一

一

日

（

土

）

に

行

わ

れ

ま

す

。

会

場

や

時

刻

は

受

審

者

に

直

接

通

知

さ

れ

る

の

で

わ

か

り

ま

せ

ん

。

こ

う

し

た

管

理

職

の

任

用

が

、

い

つ

ど

の

よ

う

な

形

で

行

わ

れ

て

い

る

の

か

、

多

く

の

教

員

は

知

ら

さ

れ

な

い

ま

ま

で

あ

る

こ

と

が

ほ

と

ん

ど

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

な

ぜ

な

ら

こ

の

選

考

の

受

審

資

格

に

は

「

主

幹

教

諭

、

教

務

主

任

ま

た

は

校

務

主

任

の

経

験

」

（

左

上

表

参

照

）

が

含

ま

れ

て

お

り

、

該

当

者

に

し

か

情

報

が

伝

え

ら

れ

な

い

か

ら

で

す

。

「

秘

密

」

で

は

あ

り

え

な

い

管

理

職

選

考

審

査

実

は

こ

の

要

項

は

、

五

月

ご

ろ

知

多

教

育

事

務

所

を

通

じ

て

各

校

に

通

知

さ

れ

て

い

る

の

で

す

。

ど

の

学

校

に

も

教

頭

試

験

の

要

項

は

存

在

す

る

の

で

、

一

度

見

て

く

だ

さ

い

。

一

般

的

な

公

文

書

で

す

か

ら

誰

で

も

見

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

校

長

任

用

候

補

者

審

査

も

同

様

に

、

該

当

の

教

頭

ら

に

し

か

情

報

は

伝

え

ら

れ

て

い

ま

せ

ん

。

ち

な

み

に

本

年

度

の

校

長

選

考

審

査

日

は

八

月

一

二

日

(

火

)

と

な

っ

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

選

考

審

査

が

全

職

員

に

周

知

さ

れ

る

こ

と

な

く

、

関

係

者

だ

け

で

実

施

さ

れ

、

教

頭

候

補

者

が

決

ま

っ

て

い

る

こ

と

は

、

闇

の

中

で

管

理

職

が

決

ま

っ

て

い

る

か

の

よ

う

な

感

じ

で

す

。

闇

の

中

に

あ

っ

て

人

事

の

公

平

・

公

正

さ

は

証

明

で

き

る

の

で

し

ょ

う

か

。

大

分

県

だ

け

で

は

な

い

教

員

人

事

の

独

特

な

「

仕

組

み

」

多

く

の

県

で

大

分

県

と

同

様

の

採

用

・

昇

任

人

事

に

不

透

明

性

が

あ

る

と

し

て

、

渡

海

文

科

相

は

七

月

一

一

日

の

会

見

で

「

（

試

験

の

）

透

明

性

は

大

き

な

ポ

イ

ン

ト

」

で

あ

る

と

述

べ

ま

し

た

。

愛

知

県

で

は

人

事

に

「

学

閥

」

が

大

き

な

影

響

力

を

も

っ

て

い

る

こ

と

が

知

ら

れ

て

い

ま

す

。

「

愛

教

同

」

愛

知

教

育

大

学

同

窓

会

と

い

う

「

学

閥

」

と

愛

教

大

以

外

の

出

身

教

員

で

つ

く

る

「

教

友

会

」

と

い

う

形

を

変

え

た

「

学

閥

」

な

ど

が

、

人

事

に

関

係

し

て

い

る

の

は

周

知

の

事

実

と

い

っ

て

よ

い

で

し

ょ

う

。

教
職
員
人
事
の
公
平
性
を
確
保
せ
よ

教
頭
試
験
受
審
資
格
に
「
校
務
・教
務
経
験
」が
あ
る
な
ら
ば
、

す
べ
て
の
教
諭
に
均
等
な
機
会
が
提
供
さ
れ
る
べ
き

愛

教

同

…

「

年

次

会

」

教

員

以

外

は

い

な

い

「

同

窓

会

」

愛

教

同

は

「

単

な

る

同

窓

会

だ

よ

」

と

い

う

人

も

い

ま

す

が

、

そ

こ

で

は

、

校

長

・

教

頭

候

補

者

の

推

薦

順

を

決

め

る

名

簿

が

作

ら

れ

て

い

る

の

で

す

。

何

よ

り

内

部

で

つ

く

ら

れ

る

「

年

次

会

」

と

い

う

同

級

・

同

回

生

組

織

か

ら

は

、

教

職

に

就

い

て

い

な

い

卒

業

生

を

外

す

こ

と

に

な

っ

て

い

る

点

が

、

学

閥

組

織

で

あ

る

こ

と

を

証

明

し

て

い

ま

す

。

そ

し

て

そ

の

「

会

」

が

ど

の

よ

う

な

活

動

を

し

て

い

る

か

、

が

問

わ

れ

る

と

こ

ろ

で

す

。

年

次

会

の

講

師

は

先

輩

・

同

窓

生

現

職

指

導

主

事

、

校

長

会

長

等

年

次

会

で

は

、

同

級

生

が

集

ま

る

だ

け

で

な

く

、

年

に

一

度

講

師

を

招

い

た

研

修

会

と

い

う

名

目

で

宴

席

を

も

ち

ま

す

。

講

師

は

、

そ

の

年

の

校

長

会

長

・

副

会

長

や

、

知

多

教

育

事

務

所

指

導

主

事

な

ど

二

、

三

名

が

招

か

れ

ま

す

。

そ

こ

で

は

講

演

が

あ

る

の

で

は

な

く

、

出

席

者

が

実

績

を

含

め

た

近

況

を

述

べ

る

自

己

紹

介

が

あ

り

、

酒

食

歓

談

の

交

歓

の

場

と

な

り

ま

す

。

そ

の

後

講

師

か

ら

言

葉

が

述

べ

ら

れ

散

会

と

な

る

の

で

す

が

、

そ

の

際

、

講

師

料

も

し

く

は

手

土

産

が

渡

さ

れ

て

い

た

り

、

帰

り

の

タ

ク

シ

ー

代

金

が

提

供

さ

れ

て

い

た

り

す

れ

ば

、

公

務

員

が

利

害

関

係

者

か

ら

の

「

酒

食

の

供

応

」

を

受

け

た

と

い

う

構

図

が

成

り

立

つ

こ

と

に

な

り

ま

す

。

大

分

県

の

不

祥

事

を

以

て

他

山

の

石

と

す

る

と

き

は

近

づ

い

て

い

る

と

言

え

る

で

し

ょ

う

。

と

く

に

現

職

の

指

導

主

事

、

校

長

ら

は

自

ら

の

立

場

を

認

識

し

て

、

襟

を

正

す

必

要

が

あ

る

で

し

ょ

う

。

少

な

く

と

も

在

職

中

は

後

輩

の

年

次

会

に

出

席

す

べ

き

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

教

員

人

事

の

カ

ギ

は

、

「

機

会

均

等

」

・

「

情

報

公

開

」

教

頭

試

験

の

受

審

資

格

に

教

務

・

校

務

経

験

が

あ

る

以

上

、

そ

の

教

務

・

校

務

に

な

る

の

は

各

校

長

が

、

す

べ

て

の

教

諭

に

他

の

主

任

と

同

様

校

務

分

掌

と

し

て

教

務

・

校

務

を

務

め

る

機

会

を

均

等

に

保

障

す

る

こ

と

。

そ

し

て

管

理

任

用

選

考

の

情

報

を

積

極

的

に

公

開

す

る

こ

と

が

、

教

員

人

事

の

公

平

性

、

透

明

性

を

保

障

す

る

道

で

す

。

教

頭

試

験

受

審

資

格

ア

管

理

者

と

し

て

の

資

質

と

優

れ

た

教

育

的

識

見

を

有

す

る

者

イ

四

〇

才

以

上

五

七

才

以

下

の

者

ウ

教

諭

と

し

て

の

教

職

経

験

年

数

が

一

五

年

以

上

あ

り

、

か

つ

、

公

立

小

中

学

校

に

お

け

る

教

職

経

験

年

数

が

一

〇

年

以

上

の

者

エ

主

幹

教

諭

、

教

務

主

任

ま

た

は

校

務

主

任

の

経

験

を

有

す

る

者

も

し

く

は

事

務

局

等

の

経

験

を

有

す

る

者

オ

複

数

校

の

勤

務

経

験

を

有

す

る

者

教頭任用候補審査 筆記問題

【平成１８年度】

退職する教職員の増加に伴い、今後、多くの新規採

用者が見込まれます。あなたは教頭として、教職経験の

浅い職員をどのように指導・育成 していきますか。学校

教育に求められている今日的課題やあなたが現在勤務

する学校の諸課題についても言及しながら、あなたの考

えを具体的に述べなさい。

【平成１９年度】

信頼される学校づくりのためには、まずは、教職員自

身が、児童・生徒、保護者、地域から信頼されることが大

切です。しかし、残念なことに教職員の不祥事が多発し

ており、信頼を損なう大きな原因のひとつとなっていま

す。

交通事故・交通違反、情報漏洩、体罰などの不祥事

が減っていないにもかかわらず、必ずしも教職員の危機

意識が高いとは言えない状況です。

あなたは、教職員一人一人の自覚を高め、互 いに注

意を喚起しあえる教職員集団であるために、組織的な取

り組みとして何を行いますか。

あなたの考えを具体的に述べなさい。
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知ってるってるつもり・Ｑ＆Ａ

好評のQ＆Aコーナー、今回からはなにかと問

題になっている免許更新制度について連載

します。

おじさんおばさん もちろん若者もＯＫ 「青春１８きっぷ」の旅 第２回

初めて「青春１８きっぷ」を紹介したのが１８年の９月号でしたので、もう２年近くも経っていることに驚いています。この間、利用者は増えているのではない

かと勝手に思っていますが、どうでしょう。（私の職場では４名になりました）今年の夏休みは、みなさんもぜひデビューしてみませんか。今回は、実際のプラ

ンも紹介したいと思います。

まずはおさらいから ２つのプランは共に休日ダイヤです。

年令制限はなし、誰でもつかえます プラン（１） 越美北腺で九頭竜湖へ

「１８歳の青春の心をいつまでも持ち続ける旅を」というのがそのココロだそうで 武豊 発 ６：５５ 福井 着１５：５８

す。ジーンズにナップを背負ったおじさんをよく見かけます。ただし子ども料金はな 金山 着 ７：３６ 発１６：２８

いので子どもでも半額にはなりません。 発 ８：０３ 敦賀 着１７：３５

全国のＪＲ線の普通・快速列車に乗り放題です 米原 着 ９：１６ 発１７：４９

快速や、季節限定の快速列車をうまく使うとけっこう遠くまで行くことができます。 発 ９：４０ 米原 着１８：４２

米原・姫路間は新快速がバンバン走ってるので便利です。残念ながら特急・急行 敦賀 着１０：２５ 発１９：０８

に乗る時は、特急・急行料金と乗車料金も乗車料金も乗車料金も乗車料金も払わなくてはいけません。でも時間がな 発１０：４２ 名古屋 着２０：１１

いときは、特急や新幹線も組み合わせて使うと計画が広がります。 福井 着１１：４１ 発２０：２３

１枚１万１５００円で５回（人）分です 発１２：４９ 武豊 着２１：１１

１枚の切符に利用開始のスタンプを押す覧が５つあります。１回分にすると２３００ 九頭竜湖着１４：１５

円です。１回分だけでは売っていません。１人で５回使ってもいいし、２人で２回１人 発１４：３３ ※通常だと９２４０円かかる。

で１回、また、５人で１回使ってもいいということです。１回ということは１日分というこ ※昼食は福井で。駅前に海鮮の店あり。

とでもあります。０時～２４時が１日です。 ※九頭竜湖駅には２８分しか滞在できず。

春・夏・冬の期間限定です プラン（２） 四国の高松で讃岐うどんを食べる

右の期間しか使えません。 春は３月１日 ～ ４月１０日 武豊 発 ６：１７ 岡山 着１５：３３

夏は７月２０日～９月１０日 大府 着 ６：４５ 発１５：４０

冬は１２月１０日～１月２０日 発 ６：４７ 相生 着１６：５０

夏に余った切符を冬に使おうとしてもだめです。１回でも使った物は払い戻しも 米原 着 ８：１１ 発１６：５２

できません。駅員のいるＪＲの駅で買えます。期間の終盤に金券ショップへ行くと使 発 ８：１９ 網干 着１７：０３

いかけの１８きっぷを売っているので、それを利用するのもいいでしょう。 姫路 着１０：４７ 発１７：１５

発１１：０６ 米原 着１９：５３

２３００円でも結構遠くまで行けるというプランを紹介します 相生 着１１：２６ 発１９：５６

この他に、「御殿場線一周コース」や途中で特急を一部使って「紀伊半島一周コ 発１１：２８ 大垣 着２０：２８

ース」も可能です。 岡山 着１２：３８ 発２０：３９

発１２：４１ 名古屋着２１：１０

高松 着１３：３５ 発２１：２３

書店には「青春１８きっぷ」関係の本も結構出ています。 発１４：３９ 武豊 着２２：１７

風景写真がきれいなので、見るだけでも楽しめます ※新快速のスピード感と瀬戸大橋の景色が素晴らしい。

※讃岐うどんを食べるためにわざわざ行くという楽しさ。

※高松到着が遅いので途中姫路のホームで「駅そば」を

食べるといいです。

北から南から

～～ 支部だより ～～

大府教労が中心になって取り組んでいる、

子育てを考える親と教師の会は、子育て講演

会を開催しました。講師は一宮市出身の原賢

一さん。中学校時代の体験から大学・大学院

で不登校の子どもたちへの援助について学

びました。現在は宇治市の適応教室で指導

員をしておられます。原さんは次のようなお話

をされました。

中学に入って言葉遣いからいじめが始まりま

した。２年生で不登校となり、担任の対応は、

自分の心を理解するものではなく、逆に苦し

めるばかりでした。そんな自分を救ってくれた

のは、母の「行きたくなかったら行かなくてい

いよ。」という言葉でした。適応教室の先生も

温かく迎えてくれ、今でも付き合える友達がで

きました。高校卒業後、臨床心理士を目指し、

現在は、自分と同じように苦しんでいる子たち

を支えたいと、適応教室で子供たちと向き合

っています。

参加者からは「つらい気持ちをよくぞ語っ

てくださったと思います。子どもは子ど

もなりに考えて生きていることを忘れず

に接していきたいと思います。」などの声が

寄せられました。大府市では、こうした学習会

が回を重ねて開かれています。

Ｑ 教員免許更新制度が来年度から始まるって

聞いたけどその仕組みはどうなっているの

Ａ 廃止・凍結しかない免許更新制度

各地で、教員免許更新制の「試行」がはじま

り、多くの職場ではなぜこんなことをやらされな

ければならないのか、という怒りや、一体これ

からどうなるのだろうという不安が広がっている

のではないでしょうか。

そもそも、現職教員の免許は、終身有効の

免許です。にもかかわらず、教員免許更新制

は、これを「期間の定めのある免許」という勝手

な解釈をして、３５歳、４５歳、５５歳の教員には

すべて免許更新講習を受けることを義務づけ

ました。しかも認定されな

ければ免許を失効させると

いう重大な問題を持った

制度であり、教育の条理に

照らしてきわめて不当なも

のです。私たちは廃止もし

くは、09年度からの実施の

凍結を求めています。

がんばる県下各地の連帯組
岡崎市教委へ申し入れ！

三河教労の活動紹介

岡崎市では、７月１日の市制記念日に各学校

の代表の児童を２名、授業時間に式典に参加さ

せよという通知がありました。また、英語スピーチ

コンテストに、小学生も参加させるという計画が

出されました。

三河教労は、英語スピーチコンテストに反対

し、記念式典に小学生を参加させないように申

し入れを行いました。

式典については、①子どもを大人の行事に

よって選別している。②参加しなくてはな

らない児童・生徒の学習権を奪っている。ま

た、スピーチコンテストについては、小学校では

英語教育は、教育課程として位置づけられ

てはいないにもかかわらず、全ての小学校

から代表の児童を出させ、争わせることは

非教育的で、児童･学校に負担を増やすだけ

だと、中止するよう反対意見を表明してき

ました。

それに対して、教育委員会の反応は、し

っかり議論をして決めたと感じさせるもの

ではなかったそうです。

今でも岡崎市は、学力テストのための練習を

させて、その結果のことを教育長が校長に話し

かけてくることがあるのです。コンテストが始まれ

ばさらに校長が結果に気を揉むことになるでしょ

う。
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